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２
月
17
日
（
水
）
県
庁
で
、
小
川

御
船
間
道
路
整
備
促
進
期
成
会
（
奥

名
克
美
会
長
）
が
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
会
は
甲
佐
町
・
宇
城
市
・
御
船

町
の
沿
線
３
自
治
体
で
構
成
。
宇
城

市
か
ら
御
船
町
を
つ
な
ぐ
同
区
間
は
、

通
勤
通
学
や
物
流
に
お
い
て
重
要
な

路
線
で
す
が
未
整
備
区
間
も
多
く
、

同
会
は
早
急
な
整
備
を
要
望
。
奥
名

会
長
か
ら
村
上
義
幸
県
道
路
都
市
局

長
に
要
望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
県
道
嘉
島
甲
佐
線

（
田
口
橋
右
岸
側
）
の
平
面
交
差
点

整
備
や
県
道
御
船
甲
佐
線
（
白
旗
地

内
〜
御
船
町
滝
川
地
内
）
の
新
規
バ

イ
パ
ス
道
路
整
備
の
早
期
完
成
な
ど

を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　２月10日（水）地方自治の発展に貢献し
たとして旭日単光章を受章した金柿啓一郎さ
ん（辺場区）に、奥名克美町長から勲章と勲
記が手渡されました。
　高齢者叙勲は、優れた行いのあった方など
に対し、88歳に達した機会にその功績や業
績を内閣総理大臣が表彰するもの。
　金柿さんは町議会議員として４期16年に
わたり本町の発展に貢献。在職中、議会議長
として議会の円滑な運営にも尽力した功績な
どが認められ今回の表彰となりました。

山椒で被災農地の復興を　  
宮内地区山椒生産組合が苗木約300本を植え付け

路線整備で地域活性化を   
小川御船間道路整備促進期成会が県に要望

金柿啓一郎さんに旭日単光章  
高齢者叙勲（令和３年１月１日付）

▼サンショウの苗木を持つ田上組合長（右）と事務局の佐藤さん

▲奥名町長から伝達された勲記を手にする金柿啓一郎さん

▼

村
上
県
道
路
都
市
局
長（
右
）に
要
望
書
を
手
渡
す
奥
名
会
長

　

１
月
31
日
（
日
）
宮
内
地
区
山

椒
生
産
組
合
（
田
上
菊
夫
組
合

長
）
が
「
ぶ
ど
う
山
椒
」
の
苗
木

約
３
０
０
本
の
植
え
付
け
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
平
成
28
年
の
豪
雨

で
被
害
を
受
け
た
宮
内
地
区
の
農

地
で
、
新
た
な
特
産
物
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
平
成
31
年
に
設
立
。

県
の
地
域
特
産
物
産
地
づ
く
り
支

援
対
策
事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
こ
の
地
域
で
古
く
か
ら
食
べ

ら
れ
て
い
た
サ
ン
シ
ョ
ウ
栽
培
の

拡
大
を
通
し
て
、
被
災
農
地
の
復

興
や
耕
作
放
棄
地
の
利
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

植
え
付
け
は
昨
年
に
続
き
２
回

目
で
、
現
在
18
戸
の

各
農
家
が
所
有
す
る

農
地
合
わ
せ
て
７
０

０
０
平
方
㍍
に
約
７

０
０
本
を
栽
培
。

　

同
組
合
の
事
務
局

を
務
め
る
佐
藤
直
樹

さ
ん（
広
瀬
区
）は「
サ

ン
シ
ョ
ウ
は
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
鳥
獣
被
害

も
比
較
的
少
な
く
、日

当
た
り
の
悪
い
山
間

部
で
の
栽
培
も
可
能

で
す
。
今
後
、宮
内
産

サ
ン
シ
ョ
ウ
を
使
っ

た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な

ど
を
つ
く
れ
た
ら
」と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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　２月23日（火）第38回熊日郡市対抗女子駅伝
と第47回郡市対抗駅伝が開催されました。
　熊本陸上競技協会と熊本日日新聞社が主催する
同大会は、県内の19郡市が出場。新型コロナウ
イルスの感染拡大を防止するため、びぷれす熊日
会館前を発着とする例年のコースを変更。熊本市
東区の県民総合運動公園内を周回する５区間
15.95㌔でレースが行われ、熊本市が50分21秒の
タイムで優勝。上益城郡は、57分29秒の17位で
フィニッシュしました。本町からは、田上美悠選
手（上早川二区・開新高２年）が３区に出場し、
4.28㌔を力走しました。
　昨年に続き２度目の選出となった田上選手は、
大会に先立つ２月13日（土）に益城町総合体育
館で行われた上益城郡チームの結団式で、最後ま
で走り抜くことを宣誓。大会を終えて「コロナ禍
で大会の開催も危ぶまれる中、無事レースに参加
することができて良かったです。大会の開催に尽
力していただいた関係者の皆さんに感謝していま
す」と感謝の言葉を述べました。

　２月14日（日）田口の甲佐町グリーンセ
ンターで梅祭りが開催され、梅をはじめとす
る植木の競り市が開催されました。
　同センターでは、毎年10月から翌年５月
までの毎週日曜日に植木の競り市を開催。参
加者は競り人の掛け声に合わせて、出品され
た植木や花苗を競り落としました。競り市に
は会員登録すれば誰でも参加でき、登録料は
１シーズン2000円（会員用帽子込み）。再登
録は1000円。詳細は甲佐町グリーンセンター
（TEL096-234-0485）まで。

駆け引きを楽しむ植木競り市   
甲佐町グリーンセンター

▲出品された植木の競りを楽しむ参加者の皆さん

田上美悠選手（上早川二区）が出場    
第38回熊日郡市対抗女子駅伝

▲事前に益城町総合体育館で開催された上益城郡チームの結団式で選手
宣誓をする田上選手

　

２
月
19
日
（
金
）
乙
女
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
２
年
度
放
課

後
子
供
教
室
「
ま
つ
や
ま
塾
」
の
閉

講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
塾
は
放
課
後
に
地
域
住
民
の
参

加
協
力
を
得
て
地
域
社
会
で
子
ど
も

た
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
町
教

育
委
員
会
が
平
成
20
年
か
ら
主
催
。

今
年
度
は
毎
週
水
・
金
曜
日
を
中
心

に
田
植
え
や
竹
細
工
づ
く
り
、
草
木

染
め
な
ど
全
37
回
の
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

坂
下
湧
信
く
ん
（
乙
女
小
６
年
・

世
持
区
）
は
１
年
を
振
り
返
っ
て

「
今
年
も
ま
つ
や
ま
塾
で
普
段
の
授

業
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

体
験
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

地域で育てる子どもたち      
まつやま塾閉講式

▼

１
年
間
の
活
動
の
感
想
を
発
表
す
る
子
ど
も
た
ち


